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鈴木賢男

Analysis of Some Emotional Experiences (10th report): On Regret 

Masao Suzuki 

This is the lOth report of successive studies on analysis of some 

emotional experiences. In this study 1 aim to analyze the experience of 

regret. 586 free descriptions in 607 written subjects were adopted as 

available data. These descriptions were classified in 50 scenes， and then 

classified into 12 patterns. Finally， these were organized in 3 themes 

about relations to one-self. That is (1) loss of contact with a familiar 

person目 (2)loss of balance in regular life， (3) loss of accomplishment 

about goals. In the next step were made up frequencies of these 

scenes， patterns. or themes. and investigated those means. The 

conclusions showed that constitution of experience about regret has 6 

elements. That is A) themes， B) Iack of threshold level about aspiration， 

C) lack of threshold level about consciousness， D) lack of threshold leveI 

about coping， E) loss as a corollary， F) agent is one' s own self. 

はじめに

本研究は、特定の感情に関する感情体験に基づいて、その感情の特徴

を分析するという一連の研究の第10報であり、ここでは「後悔」という

感情について取り上げることとする。感情体験の分析は、ある感情を最
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感情体験の分析 (X)

一後悔につし、て-

も強く感じた体験について自由記述させ、そこから、その感情を特徴づ

ける基本構造を導き出すことを目的としているが、いずれの感情におい

ても調査対象者が記述するそれぞれの場面の中で、ほとんどの場合、あ

る人物・物・出来事(対象)が自分(主体)に何らかの影響をもたらし

ていたことを中心とした内容が描写されていた(例:喜びの場合、「バ

イトをして自分がほしかった物を購入した時J)。つまり、対象となる

ものを、ただ中性的に知覚した命題的なものとして記憶していたのでは

なく、個人にとって意味あることがもたらされ何かしらの自分への影響

が生じる(喜びでは、自分にとって大事なものを手にできたことによる

ポジテイプな状態)ところまでもが知覚され、一連の過程としてのエピ

ソードとなっていたのである。確かに、実生活上では、必ずしもその過

程を自覚的に意識しているとは考えにくいが、感情の認知説では、自分

にとっての意味を判断する心的過程をアプライザル (appraisal;評価)

と名付けており、「直接的、即時的なもので、幸福か不幸かについての

意味判断 (Arnold.M. B. 1960) Jとする極めて直感的な認知が感情に先

行するという考えを提起している。また、その意味は、事前の個人の目

的や意図に対する価値判断として成立するものであることも言われてい

る。エピソードには、このような意味や評価を理解するために必要な内

容が直接的、間接的に表現されていると思われるのである。

本研究による感情体験は、あくまでも過去の体験が想起されたもので

あるので、実際のその場での一個人の“意味"や“評価"を必ずしも的

確に充分に保証するものとはなりにくい。しかし、多数の人の体験内容

を得ることによって、提示された多種多様な表現から、言語的な意味を

媒介とした「場面」についての類似点や相違点を仮定することができ、

これを分類することで同一感情(同一概念として言語的に表現される感

情)とされる体験の中にも多様な意味を抽出することが可能となった。
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したがって、特定の場面にのみあてはまるような単一な意味や評価構造

に集約させることなく、比較的、実生活上に即した特定感情の多様で豊

かな様相を多角構造的に見出しながら、なおかつ、最も中心となるよう

な普遍的な意味を導き出すことができるものと考える。更に、感情体験

の記述には、その印象に残る体験をしたとするおおよその年令が明記さ

れており、比較的年令段階の低い時に仮定される意味や評価を併せて検

討することで、その感情の原初的性質をも考えうるものとなっている。

本報告(第10報)にいたるまでに取り上げた感情は「嫉妬・憎い・怒

り(第l報2002年)Jr喜び・悲しい(第2報2002年)Jr驚き・寂しい・
愛しい・空しい(第3報2003年)Jr失望(第4報2003年)Jr屈辱(第5
報2004年)Jr恐れ・充実・恥ずかしい(第6報2004年)Jr満足(第7報
2006年)Jr嫌悪(第8報2007年)Jrためらい(第9報2008年)Jの17感
情にのぼり、それぞれの感情の特徴を見出し得てきたが、そこに通貫す

る一貫したモデルは、自分(主体)と対象(客体)には有益あるいは

有害の関連性があるというものであり、その関連性が変異するか否か

で特定の感情が体験されるというものであった。このことは、ラザル

ス CSmith.C. A. & Lazarus. R. S.. 1993)が感情的な意味の要約として

名付けたcorerelational themes C中心的関係テーマ)の考えに沿うもの

であり、例えば、ラザルスでは、悲しみの中心関係テーマは「取り返し

のつかない喪失を経験Jとしたわけだが、筆者らの研究でもそれとほぼ

同様な「自分にとって大切なモノを失う(鈴木賢男・鈴木国威・上杉喬.

2002)Jことを中核的な関連性として認めることとなった。

しかしながら、もう一方で、、感情はこの有益・有害の関連性が単一に

変異することだけではなく、どのような作用を受けて変異したのか(作

用性)が、意味判断には必要なものとなることを予見するものとなっ

ている。例えば、上述した「悲しみ」の場合、「自分自身の力ではどう
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一後悔にっし、て一

しようもできない」というような作用をうけており、有益な関連性を維

持できなくなることが「主体が対処しようにも無理である」ことを特徴

としてあげるものとなった。典型的には、自分の家族の死を迎えること

が具体的場面としてあげられるが、まさに、愛している人なのに、その

死に対してなすすべがないという作用性があるが故に、回復不能の喪失

となり、いわゆる悲しみとして体験されるものと確認された。感情に関

する認知構造説では、このような作用についての考え方をより発展させ

て次元(作用性の選択的判断)を複数取り上げて、その次元の判定のパ

ターンによって特定の感情が生起するとしている。例えば、 Roseman.1.

J (1984)は、 5つの次元によって、 17の感情を分類しうるとした。

本報告では、ラザルスやロースマンと同様に感情聞の区別をつける

仕組みゃ感情に関する統合的モデルを提示することを視野にしつつも、

「後悔」という感情体験における自由記述に対して、第9報までと同様

に、同ーの感情内に、一定程度に細分化された関連性の意味の相異を見

出すことで、分類聞における共通性をより明確にさせ、共通とされた

関連性および関連性の変異に作用する特有の要因を仮定し、その上で、

「後悔」の感情が生起する特徴を検討するものである。

方法

1.調査質問紙

本研究で使用した質問紙は「体験した感情Jとして嫉妬、後悔、憎い、

満足、屈辱、空しい、愛しい、不安、喜び、苦しい、驚き、恐れ、怒り、

寂しい、充実、嫌悪、ためらい、恥ずかしい、悲しい、失望の20感情を

挙げ、「あなたの今までの体験の中で、次の lから20のような感情を最

も強く抱いた体験・出来事を思い出して、それがどんな出来事だったの

か、分かるように書いて下さい。また、その出来事がいつ頃(何才位)
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の事なのかも書いて下さい」と教示し、「その感情を体験した出来事」

を30字程度のスペースに自由記述するものであった。

2.調査対象者・時期・手続き

B大学の「感情心理学」の授業において、 1999年度 (227名)、 2000年

度 (190名)、 2001年度(190名)の受講生、合計607名(男性203名、女

性404名)を対象に、授業初日に調査用紙を配布し、翌週の授業で回収

という手続きをとった。調査は記名式で、行われた。

3.感情体験時の年令

「後悔」に関しては、記述された出来事に対して単一の年令が特定さ

れた人数は578名 (95.2%)だった。複数の年令が記述されていた場合

には、その感情を強く抱いた初めての年令(例 :5才. 15才→5才)を

採用し、年令に幅があるような記述に対しては、中央値(例:高校生→

16才)を採用することで、体験時の年令を特定させることにした。年令

が特定できなかったものは、年令そのものが未記入だ‘ったものと、「い

つもJi常にJなどのような随時的で不定な表現をとるものについてで

あった。

4.後悔の体験の分類

調査対象者607名のうち、具体的に「後悔」体験の内容を明記した者

は594名 (97.9%)であり、未記入・特になしは10名(1.6%)、後悔など

体験していないとする者が2名 (0.3%)、ありすぎて思い出せないとす

る者は l名 (0.2%)であった。内容を明記した594名の中で、その場面

の感情的意味を容易に特定できない記述(例:プールに入れなかった)

をする者が8名(1.3%)であったので、分析の対象としえた対象者は
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感情体験の分桁 IXI

後悔について

これらを除く586名 (96.5%)となった。

4 -1.後悔の対象(何を後悔したのか)による分類 後悔体験の586

名の記述から、後悔感情を体験した本人との「関連性およびその変異」

の類似性について分類したところ、次の50の場面特性1)-50)に区

分することができ、 50場面はさらに 12の価値類型(①~⑫)にまとめ

ることができた。そして、これらの類型は最終的に3つの主題体系(I

-m)としてまとめることができた。以下に、各分類項目に含まれる具

体例と体験者の性別、体験時の年令を示した。

I情愛を結ぶ接点を失った状態

①身近な人への過失(閉塞)

1)相手を傷つけてしまっていた場合:Iちょっとしたことから、心無

い言葉で友人を傷つけてしまいそのことが後々まで、残ったとき

(男性11才)JI母親と口喧嘩をして、ひどい事を言ってしまった時

(女17)JI恋愛においてだが、自分が相手に誤解を持ちひどく責め

たててしまい、その後誤解が間違っていたと気付いたとき(男18)J

2)薄情な対応をしてしまっていた場合:I老いていく祖父に優しくい

たわってあげられないで、逝かせてしまったこと(女16)JI中学

l年のとき、なくなった友達が入院しているとき、お見舞いに行

かなかったこと(女12)JIある友達が悩んでいるのに力にならな

かった(女16)J 

3)素直になれなくなってしまっていた場合:I好きな男の子がくれる

と言ったプレゼントを素直に受け取らなかったこと(女12)J I兄

が優勝した時、素直におめでとうといえなかった時(女16)J

4)迷惑をかけてしまっていた場合:I運動会のとき、自分の役割を理

解できず、周りの人に迷惑をかけたこと(女12)JIバイトで失敗
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して周りの人に迷惑をかけたとき(女20)J

②身近な人との関係の悪化(崩壊)

5)恋愛関係が破局してしまっていた場合:I付き合っていた大好きな

彼氏と別れた(自分から言い出してしまったこと) (女14)JI彼女

にふられたこと(男19)J

6)友人関係が断絶してしまっていた場合:I無視し続けた友人に「ご

めん」を言えずに卒業し、会わなくなったこと(女15)JI仲の良

かった友達と喧嘩をして、仲直りできずに転校してしまった(女

lO)J 

7)友人関係が悪くなってしまっていた場合:I友達とけんかをしてし

まったとき(女4)JI高校の時に相性の合わない友人がいて喧嘩を

したが、本当は喧嘩などしなければよかったと，思った時(男16)J

8)関係に亀裂が入ってしまっていた場合:I仲のよかった友達に告白

してフラれて、その後の二人の聞がギクシャクしてしまって、「あ

あ、いうんじゃなかったJ(女14)JI付き合った人と嫌な形で別れ

たこと(男19)J

③身近な人への不実(脆弱)

9)虚構の関係を築こうとしてしまっていた場合:I好きでもない人と

付き合った後(女19)JI今考えればそんなに好きでもなかった人

に自分のうぬぼれた気持ちで告白したこと(女18)J

10)関係に虚偽をはさんでしまっていた場合:I彼女と別れる時に、別

れなかったこと(男17)JI本当は嫌なのに、その気持ちを我慢し

て友達に譲ったとき(女20)J

E日常における平静を失った状態

④悪い行いをしてしまっていた(罪悪)

11)法律違反を犯してしまっていた場合:I近くのスーパーからかわい
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いリップを無断で持って帰ってきてしまったとき(女6)J I自転

車を盗んで警察に捕まって、母が泣いてしまった時(女18)J

12)不正行為をしてしまっていた場合:Iお金のことで、嘘をついたの

がばれて、ひどくしかられたとき(女10)J I高校生の頃ズルをして、

テストを受けて、成績上位者に載ってしまったとき(男17)J

13)不当な行為をしてしまっていた場合:11いじめ」に参加していたこ

と(男15)JI友達の秘密を話してしまってそれがパレてしまった

(女lO)J

14)義務に反する行為をしてしまっていた場合:I困っているように見

えた人に何の声もかけられなかったとき(男17)JI弟の周期性唖

吐の原因が自分の言葉であろうということ(女7)J

15)その他の特殊な場合:I浮気をしたこと(女18)JIいじめによりJ自

殺未遂をおこしたとき(男lO)J

⑤思わぬ痛手を受けてしまっていた(失策)

16)思惑が外れてしまっていた場合:I電車を一本遅らせたら、電車が

途中でとまってしまい、新幹線に乗り遅れたとき(女19)JI髪を

切りにいったらそこの庖が下手で変な髪型になった(男17)J

17)自業自得になってしまっていた場合:Iダイエットがうまくいって

いたのに、つい気がゆるんで、たくさん食べて、体脂肪が増えた

とき(女17)J I泥酔して気付いたら留置所にいたこと(男21)J

18)厚意が裏目に出てしまっていた場合:I友達の為によかれと，思って

した事が逆に辛い思いをさせることになってしまった(女18)JI友

達の喧嘩の仲立ちをして失敗(男12)J

19)叱責を受けることになってしまっていた場合:I薬害エイズの話を

笑い話のときに持ち出して、友達にこっぴどくしかられたとき(女

16) J I高校の修学旅行で部屋を抜け出して、先生に見つかったこ
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と(女16)J

20)寝過ごしてしまっていた場合:Iせっかく一度起きたのに寝てし

まって、気付いたら一時間も過ぎていた。そして遅刻してしまっ

た時(女20)JI寝過ごした時(男13)J

21)肝心な事をし忘れていた場合:I小学生の時、ダンスの発表で直前

に打ち合わせをしてラストを変えたのに、夢中になり、すっかり

忘れてしまったこと(女12)JI自転車に乗っていて車と接触して

怪我した時に、車に乗っていた人の住所や電話番号を遠慮して聞

かなかった(女17)J

22)自分のことを暴露してしまっていた場合:I相手をよく見極めずに、

自分の事を相談してしまった時(女19)JI留年通知と、友達にそ

れを伝えた時(男21)J

⑤行き過ぎな行いをしてしまっていた(過大)

23)衝動買いをしてしまっていた場合:I衝動買いをしてしまって、お

金がなくなったこと(女19)JI無駄な買い物をしてしまった時(男

19)J 

24)過剰に摂取してしまっていた場合:I甘い物を夜中食べ過ぎたとき

(女18)JIお酒を飲みすぎて気持ち悪くなり吐いた(男17)J

25) 自分本位になってしまっていた場合:I友達の意見を尊重せず、自

分の主張ばかり言った(女15)JI自分の機嫌が悪いときに他人に

八つ当りしたこと(女19)J

26)言動が軽薄になってしまっていた場合:I勢いに乗ってよく考えず

に行動してしまった(女18)JI自己顕示欲にとらわれて、軽はず

みな行動を取ったとき(男20)J

⑦復元困難な状況を自ら招いてしまっていた(自損)

27)深刻な・怪我をしてしまっていた場合:I足の怪我のせいで、運動部
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を続けられなくなってしまったと知ったとき。怪我に至った自分

の不注意さに後悔した(女11)J rスポーツをやり過ぎて怪我をし
てしまった事と、事故をうまく回避できなくて大きな怪我、精神

的ダメージを負い過ぎてしまったこと(男18)J

28)甚大な被害を受けてしまっていた場合:r自分の飛び出しが原因で
事故にあってしまったこと(女6)J rパソコンに保存しておいた
文書を間違えて消してしまった(女19)J

29)大事な物を無くしてしまっていた場合:r自分が気に入っていた物
を、うっかりどこかに置き忘れたとき(女18)Jr大事な時計を道
に落とした(男11)J

E目的に対する成果を失った状態

③中途半端になってしまっていた(半端)

30)学習が不足してしまっていた場合:r学校の授業に全くついていけ
なくなったとき、もっと真面目にやっておけばよかったと思った

(女14)Jr海外旅行に行った時、英語がしゃべれなくて困って、今
まで勉強してこなかったことを後悔した(女19)J

31)時間を浪費してしまっていた場合:r今まで生きていた中でTVを
見過ぎた時間(女.年令不明)Jr受験生(2年目)なのに、丸一
日遊び、に行ったとき(男20)J

32)練習が不足してしまっていた場合:r高校の部活動をもっと真剣に
やっていればよかった(男17)Jrピアノを習っていたけど、真面
目にやっていなかった。今になるともっと頑張れば良かった(女

18)J 

33)開始が遅くなってしまっていた場合:r高校三年の時、年が明けて
も受験勉強が全然進まなかったこと(男18)Jr祖父の癌が手遅れ
と分ったとき、早く検査を受けてもらわなかったこと(女17)J

可
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34)経験をせずに終わってしまっていた場合:I中学時代にサッカ一部

に入りたかったが、サッカ一部がなかった。周りの友達にもサッ

カーをやりたいと思う人が多かったので、皆で創設すればよかった

(男12)J I小さいときから人とは違う何かをやったりいろんなこと

をして、特技を作っておくべきだったと後悔している(女.年令

不明)J

⑨機会を失ってしまっていた(逸機)

35)伝えられなくなってしまっていた場合:I転校する子に何も言えな

かった(女8)J Iあまりに常識や世間であるべき姿を重視または

厳守し過ぎて自分の素直な感情、気持ちを伝えられなかった事(男

17)J 

36)参加が出来なくなってしまっていた場合:I大学受験期に数学の単

位を持つてないから公立受験が出来なかった(女18)JIセンター

試験に応募することを忘れてて受けられなかった時(男19)J

37)告白をせずに終わってしまっていた場合:I好きな相手に自分の気

持ちをどうしても伝えられなかった時(女17)JI好きな人に自分

の想いを告げずにいたら、後にその人が他の人と付き合ってしまっ

たとき(女19)J

38)手に入れられなくなってしまっていた場合:I買い物に行って、す

ごく迷って結局買わなかった服がやっぱり欲しくて、次に行った

らもうなかった(女19)JI円高で70円台に入った時、 Sに変えて

おけばよかった(男17)J

⑮関わることをやめてしまっていた(放棄)

39)申し入れを断ってしまっていた場合・「告白を断った(女18)JI慶

応生のデートの誘いを断ったこと(女20)J

40)活動を途中で放棄してしまっていた場合:["小学五年ぐらいから

つ臼qJ
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後悔について

習っていたダンスを辞めてしまったとき(女15)Jr高校時、部活
を引退前に辞めたとき(男17)J

⑪決着が着いてしまっていた(敗退)

41)試合に負けてしまっていた場合:r高校野球で甲子園の切符に手が
届かなかったとき(男18)Jrマラソン大会で最後の直線で抜かれ
たこと(女17)Jr中学ラストの部活の試合に負けたこと(男14)J
42)上手にできなくなってしまっていた場合:r車の教習所で、落ちつ
いてやればできるのにちょっとつかれて、補習になってしまった

こと(女20)Jr小学校の時、全校生徒の前で、発表する事があって、
失敗した。もっと考えてから発表すればよかったと思った(男7)J

「試験終了までに問題が最後までとき終わらなかったとき(女16)J

43)受験に不合格になってしまっていた場合:r受験勉強をしなくて推
薦入試に落ちたこと(女18)Jr高校受験失敗(もっと勉強してお
けば) (男15)J r大学受験に現役合格しなかったとき(女18)J

44)評価が下がってしまっていた場合:r中間、期末(受験)前期、後
期のテストの結果が返ってきたとき(男16)Jr怠けていたら成績
が落ちた(男15)Jrテスト勉強をあまりしないでテストを受けて、
悪い点をとったとき(女16)J

45)落第をしてしまっていた場合・「運転免許がとれなかった(女19)J

「授業で、単位を落としたこと(男19)J

46)選抜に漏れてしまっていた場合:r中学校の部活で、最後の大会に
出られなかった時(女15)J r部活動でレギュラーになれなかった
時(男17)J

⑫不本意な選択をしてしまっていた(錯誤)

47)適性の無さを感じてしまっていた場合:rピアノを習い始めた頃、
「自分には向いていないJと思った(女6)J rやりたくて入ったは

円
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ずの部が、全く想像と違い、楽しくなかった時(女18)J

48)入学後に懸念を感じてしまっていた場合:I高校に入って、すぐの

オリエンテーションで、教師の志の低い学校にはいったと実感した

とき(男15)JI期待して行った高校がつまらないと思って違う高

校に行けば良かったと思ったこと(女16)JI第一志望だ、ったにも

かかわらず自分には合わない高校だ、ったと気付いたこと(女15)J

49)妥協をしてしまっていた場合:I大学受験で、志望をどんどんあき

らめ、妥協してしまったこと。落ちてもいいから、受けておけば

後悔は少なかったと思う(女18)JI皆が入ったからという理由で

やりたくない剣道部に入ったとき(女12)JI自分の望んでいたの

とは違うもの(おもちゃ)を購入したとき(男6)J 

50)進路に誤りを感じてしまっていた場合:I進路選択をあやまったか

もしれないと思ったこと(女18)JI理系を選ばなかった時(男16)J

4-2.後悔にいたる状態(どのような作用で後悔したのか)による分類

後悔体験の記述から、後悔を生起させる関連性の変異がどのような作

用を受けてもたらされたのか、その「作用因および作用状態Jについて

分類したところ、 586名の記述は次の6種類に区分することができた。

A.規範に適合しうるような自制が効かなかった

a 制動不足:衝動を抑えきれなかった

例えば、「友達と喧嘩をして、言い過ぎたとき(女性. 9才)J

「衝動買いをしてしまうこと(女性. 18才)J

b.制御不足.思い通りにできなかった

「伝えたいことが言葉にできないばっかりに、変な表現をした

(男性.20才)JIピアノの発表会でうまく弾けなかったとき(女性，

A
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一後悔につL‘てー

15才)J

B.変化に対応しうるための自覚が足りなかった

C. 注意不足:周囲に気を配れなかった

「高校受験の合格発表の時、不合格の同級生にその子の様子に気

がつかず、『受かった ?j と聞いてしまったこと(女性. 15才)J

r2才のいとこを抱っこしていて、あやしていたのだが、私の不注
意でいとこが床に滑り落ち頭を打たせてしまった(女性. 12才)J

d.思慮、不足:先のことを見越せなかった

「自分に自信をもてないうちに、好きな人に告白して大切な友達

だったはずのその人を失ったとき(女性. 17才)Jr天窓を開けて
外出したら大雨になった。心底開けた事を悔いた(女性.20才)J

「高校の時、もっと勉強すればよかった。英語がわからない(男性.

18才)J

C.課題への対策につながるほど自戒が強くなかった

e.気力不足:真撃に取り組んでいなかった

「手紙を書くといっていたのだが、書かずにいて、相手とのやり

とりを失ったこと(男性 11才)Jr中学や高校の卒業の時、やり残
した事がたくさんあると感じて(男性. 15才)Jr中学卒業時、剣
道部に入っていたが、 2年間くらい幽霊部員になっていて、まと

もに出てたら良かったなぁと(男性. 16才)J

f.努力不足:真剣に取り組んでいなかった

「大学受験を終えて、もっと勉強しておけば良かったと思ったこ

と(女性. 18才)Jr中学の部活で最後の大会の時、もっと練習す
ればよかったと(女性. 15才)J
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結果

1.後悔の対象としての分布

資料1に後悔の対象(何を後悔したのか)によって分類した3体系と、

これを構成する12類型、および50特性における全体と性別、年令区分別

の度数分布を示した。

1 -1 . 3体系の全体頻度 全体として、後悔体験の記述から判断され

た3体系の出現頻度は、 n情愛を結ぶ接点』を失うことに対する後悔
が128名 (21.8%)、Dr日常における平静』を失うことに対する後悔

は158名 (27.0%)、rm目的に対する成果』を失うことに対する後悔で
300名 (51.2%)となっており、 rm目的に対する成果』を失うことが、
最も高い出現率を示す後悔の体験となった。

1 -2.3体系における構成比 r r情愛を結ぶ接点』を失うことに対
する後悔は、①身近な人への過失:閉塞 (82名.14.0%)、②身近な人

との関係の悪化.崩壊 (37名.6.3%)、③身近な人への不実:脆弱 (9

名. 1.5%)を伴う 3区分に分類された。内部の構成比としては、①過

失が64.l%、②関係悪化は28.9%、③不実で7.0%となっており、身近

な人への過失に伴う後悔が、最も高い比率を示していることが認められ

た。次に rn日常における平静Jを失うことに対する後悔は、④悪い
行いをしてしまったこと 罪悪 (50名.8.5%)、⑤思わぬ痛手を受けて

しまっていたこと:失策 (61名.10.4%)、⑤行き過ぎな行いをしてし

まっていたこと.過大 (32名， 5.5%)、⑦復元が困難な状況を自ら招い

てしまっていたこと 自損(15名， 2.6%)を伴う 4区分に分類された。

内部構成比は、④罪悪が31.6%、⑤失策は38.6%、⑥過大で20.3%、⑦

自損9.5%となっており、思わぬ痛手を受けること(失策)を伴う後悔

が、最も高い比率を示していることがわかった。最後に Wm目的に対す
る成果Jを失うことに対する後悔は、③中途半端になってしまっていた
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一後悔lこっし、て-

こと:半端 (88名. 15.0%)、⑨機会を失ってしまっていたこと:逸機

(36名.6.1%)、⑮関わることをやめてしまっていたこと:放棄(17名.

2.9%)、⑪決着が着いてしまっていたこと:敗退(1l1名. 18.9%)、⑫

不本意な選択をしてしまっていた:錯誤 (48名.8.2%)を伴う 5区分

に分類された。内部構成比は、③半端が29.3%、⑨逸機は 12.0%、⑮放

棄で5.7%、⑪敗退37.0%、⑫錯誤 16.0%となっており、決着が着いて

しまったこと(敗退)を伴う後悔が、この中では最も高い比率を示して

いることが認められるところとなった。

1 -3. 12類型ごとの内部構成 体系ごとの類型の構成比とは別に、

類型内のそれぞれの内容(場面)の比率を見てみた。

D情愛を結ぶ接点』を失うことに対する後悔①身近な人への過失

(閉塞)を伴う後悔には4つの場面があるが、その中では、1)相手を

傷つけてしまっていた場合が51.2%で過半数を示すような最も高い比率

を示し、次いで2)薄情な対応をしてしまった場合が32.9%となってお

り、両者で8割を超える比率を示した。②身近な人との関係の悪化(崩

壊)を伴う後悔4場面の中では、 5)恋愛関係が破局してしまっていた

場合32.4%と 6)友人関係が断絶してしまっていた場合27.0%で過半数

を占め、最頻値を2分するものになっていた。③身近な人への不実(脆

弱)を伴う後悔2場面では、 10)関係に虚偽をはさんでしまった場合と

9)虚構の関係を築こうとしてしまっていた場合に同程度に2分されて

いた。

Dr日常における平静』を失うことに対する後悔 ④悪い行いをして

しまったこと(罪悪)を伴う後悔には5つの場面が分類されているが、

その中で、 13)不当な行為をしてしまっていた場合36.0%と14)義務に

反する行為をしてしまっていた場合28.0%の2つで6割程度を示してい

た。⑤思わぬ痛手を受けてしまっていたこと(失策)を伴う 7場面では、

可，qo 
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16)思惑が外れてしまっていた場合と 17)自業自得になってしまって

いた場合が同数29.5%で、両者で6割程度を示すところとなった。⑥行

き過ぎな行いをしてしまったこと(過大)に伴う 4場面はいずれも同数

を示した。⑦復元が困難になってしまっていた(自損) 3場面も、同様

に、いずれの場面も同程度の比率を示した。

rm目的に対する成果』を失うことに対する後悔 ⑧中途半端になっ
てしまっていた場合(半端)を伴う後悔には5つの場面があるが、そ

の中では、 30)学習が不足してしまっていた場合が40名で45.5%となり、

単独で半数程度を示していた。⑨機会を失ってしまっていた場合(逸

機)を伴う後悔4場面では、 37)告白をせずに終わってしまっていた場

合が17名 (47.2%)となり、半数程度を示すものとなった。⑮関わるこ

とをやめてしまっていた場合(放棄)を伴う 2場面では、 40)活動を途

中で放棄してしまっていた場合が15名で88.2%となっていて、単独で9

割に近い比率を示した。⑪決着が着いてしまっていた(敗退) 6場面で

は、 43)受験が不合格になってしまっていた場合が54名 (48.6%)で半

数程度に及んでいることが認められた。⑫不本意な選択をしてしまって

いた(錯誤)4場面では、 48)入学後に懸念を感じてしまっていた場合

が23名 (47.9%)で、単独で半数程度を示す比率が得られていることが

わかった。

2. 後悔体験の性別における対象としての分布

資料lには性別の度数とともに、男女の対比比率(男性合計における

構成比ム女性合計における構成比)を示し、これにより、 1を下回るも

のが、男性の構成比が女性より高く、 1を超えるものは、女性が男性よ

りも高いことを表した。どちらかの性別のみに見られる場面であった場

合は、ダッシュ記号(一)を表すことにした。
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その結果、 3体系ごとの男女比では n情愛を結ぶ接点』を失うこと
に対する後悔が0.7、Dr日常における平静』を失うことに対するものは

0.8、Wm目的に対する成果』を失うことに対するものは1.3となっており、
体系間では顕著な差が認められなかった。

しかしながら、個別の場面で見てみると、女性のみに見られる場面

としては、 9)虚構の関係、 22) 自身の暴露、 28)甚大な被害、 31)時

間の浪費、 46)選抜漏れ、 47)適正の無さの6場面があった。また、女

性の方が2倍以上の比率を示していたもの(対比比率2.0以上)は、 23)

衝動買い、 32)練習不足、 36)参加不可能、 42)上手にできないの4場

面があった。特に、 23)衝動買いと32)練習不足は男性に比べ3倍以上

の高い比率を示すことが認められた。

反対に、男性のみに見られる場面としては、 39)申し入れ拒否のl場

面のみで、男性の方が2倍以上の比率を示していたもの(対比比率0.5

以下)は、 3)素直になれない、 4)迷惑をかける、 6)友人関係の断

絶、7)友人関係の悪化、 17) 自業自得、 18)厚意裏目、 19)叱責を受

ける行為、 27)深刻な怪我の8場面があった。特に、 27)深刻なa怪我は

女性に比べ3倍以上の高い比率を認めるところとなった。

3.後悔体験時の「年令j区分の構成

図lは、資料lの右欄に示された後悔場面ごとの年令区分における分

布を再構成し、年令区分ごとの後悔3体系の分布の推移を表したもので

ある。これによると、幼年期においての Ur日常平静』喪失の体験を報

告した者が、 3-5才の後悔体験では7名中6名 (85.7%)、6-8才

では22名中13名 (59.1%)となっており、 3体系の中では単独で6割程

度を超える比率を示していることが認められた。学童期においての rr
情愛接点』喪失を報告した者が、 9-11才の体験としては35名中16名

-39-
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(45.7%)となっており、半数程度の比率を示しているこの II情愛接

点」喪失がこの頃の最も多い後悔体験となっていることがわかった。ま

た、これにはやや劣るが、 12~ 14才でも78lろ中23名 (29.5%)で3割

程度の比率になっており、他の年令区分と比較すると一定程度の比率の

高さを示すものであることが確認できた。次に、思春期 ・青年期におい

ての Wm目的成果J聾失を報告した者が、 15~ 17才では180名中106名
(58.9%)、18~ 20才では233名中138名 (59.2%)となっており 、いずれ

も6割程度で3体系中最も高い比率を示していることが認められた。最

後に、それ以降の年代である21~ 26才としては、 15名中8名 (53.3%)

が体験した rn日常平静J喪失に、過半数の最も高い比率が示されてい
ることが確認された。

調 11青愛接点喪失 蘭 E日常平静喪失 E目的成果喪失

年令

9-11 

34 

106 

18-20 I1 ~只 1-尽Fl.-. 138 

5 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

図 1 年令区分による後悔3体系の分布の推移
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後悔についてー

4.後悔体験にいたる 「作用Jの分布

図2は、後悔の体験に至る直接的起因となったと思われる「作用」に

よって分類された頻度分布を示したものである。これによると、自覚が

できずに変化への対応ができなかったとする Id思慮、不足jが574名中

203名 (35.4%)で最も多い「作用」として認められた。また、それに

続く意識水準の高い方の「巴気力不足JI f.努力不足」を合わせると

392名 (68.3%)におよび、全体の7割近い比率を示すものである こと

が確認できた。

次に、これを作用別に見てみると、 n情愛接点』喪失の後悔体験の
比率が最も高いものが、Ia 制動不足」で'107名中の43名で40.2%であ

ること、 Dr日常平静』喪失の比率が最も高いものは Ic 注意不足」で

• 1情愛媛点喪失 ・E日常平静喪失 E目的成果喪失
(人)

250 

203 
200 

150 

107 
F
HU
 

Q
U
 

A
斗ハU

50 

100 

O 

和l重力不足制御不足注意不足思慮不足気力不足努力不足

図2 後悔にいたる作用別の後悔3体系の分布構成
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33名中24名で72.7%、rm目的成果』喪失では rf.努力不足Jが85名中
84名で98.8%となっていることがわかった。更に、最も関与時間の短い

段階として考えられる ra.制動不足Jでは wm目的成果』喪失はわず
かl名 (0.9%)で皆無に近く、反対に最も関与時間の長い段階での状

態として考えられる rf.努力不足Jでは n情愛接点』と Dr日常平
静』の喪失が皆無に近くなっていることも認められるところとなった。

考察

1.後悔体験の特徴

1 -1.後悔体験586の記述から、どのような場面に対して後悔感情が

生じているかについて分類した結果、すべての後悔の体験は、 n情愛
を結ぶ接点Jを失うことに対する後悔、 Dr日常における平静』を失う

ことに対する後悔、 rm目的に対する成果Jを失うことに対する後悔の
いずれかのものであった。 r1情愛接点J喪失は、自分にとっての身近
で大切にすべき友人関係、恋愛関係、親子関係という情愛を結べるはず

の関係性が、あることを契機として①閉塞したり、②崩壊したり、③脆

弱になったりしてしまったことで損なわれ、良好だったはずの関係性を

結んでいた接点が失われてしまったことを意味するものであった。 rrr
日常平静』喪失は、自分にとっての普段の日常生活を保証してくれてい

た大切にすべき立脚点(健康・良心・節度など)が、あることを契機と

して④罪悪を行ったり、⑤失策したり、⑥過大だ、ったり、⑦自損したり

したことで損なわれ、当然だ、ったはずの日常の平静性が失われてしまっ

たことを意味するものであった。 rm目的成果』喪失は、自分にとって
大切だと思われる技術、能力、資格、栄誉などの獲得を目指した目標が、

あることを契機として③中途半端で終えたり、⑨機会を逃したり、⑮途

中で放棄したり、⑪敗退したり、⑫錯誤があったりして、可能性や機会

つU4
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後悔についてー

があったにも関わらず成果が得られなかったことを意味するものであっ

た。これにより、それぞれの体系の特徴から中心的な意味を理解するこ

とが可能となり、後悔の感情が、自分にとって大切だったはずのモノ

(情愛接点・日常平静・目的成果)を失う(Iossする)ことに対して生

じていることが示唆されることとなった。

ここでは、喪失感情そのものである「悲ししリとの違いが、喪失の可

能性の点にあることを考えうるものとなっている。「悲しいjでは、そ

の喪失の特徴として、自分の力ではどうしようもない、避けられないも

のであったことがあげられている(鈴木賢男・鈴木国威・上杉喬 2002)。

少なくとも本人がそのように判断しているということであるが、典型例

としては、身近な人の死に対する悲しみなどがあり、自分にとってどん

なに大切な人であっても、その死を避けるための直接的な手だてがある

わけで、はなく、何もできずにそれを享受するのみしかないところに、悲

しみの本質がある。しかしながら、「後悔」においては、喪失の可能性

を充分に意識することができず、それ故、喪失を回避する手だてがあっ

たにも関わらずに、自分でそれを成しえずに、結果として喪失をしてし

まう、という特徴を持っているものと考えられるのである。また、失っ

たモノが大切なモノであったことに後から気がつくという特徴も合わせ

もっている。つまり、本当は大切だ、ったはずのモノを、きちんと意識す

ることができないまま、それを失っていたということになるのである。

W 1 情愛接点J喪失での①閉塞、②崩壊、③脆弱も、本人の過失や不実

などの関与のいたらなさによって生じたものとされているし、 Wrr日常

平静J喪失においても、④罪悪、⑤失策、⑥過大、⑦自損行為は全て本

人の関与を契機としている。 Wm目的成果』喪失では更に明確に、体験

の記述中に「もっと~していれば」という表現が加えられていて、自己

の関与に関しての反省さえ伺えるものであった。

円べ
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1 -2.次に、 3体系の比較によって、 Wm目的成果』喪失に対する後

悔が、最も出現比率が高く全体の半数を占めるものであったことにより、

この Wm目的成果』喪失が典型的な後悔体験を示しうる場面であること

が示唆された。上述したように、この体系内の体験記述には「もっと勉

強していればよかったJfもっと練習していればよかったJなどと、明

確に自己反省を述べているものが多く、自己の関与のいたらなさが後悔

体験の特徴であることをよく表している。また、この体系に含まれる 5

類型それぞれの中で最も高い比率を示した場面は、③中途半端では f30.

学習の不足」、⑨機会遺失では f37.告白しないまま」、⑮途中放棄で

は f40.部活を途中でやめた」、⑪結果敗退では f43.受験不合格」、⑫

選択錯誤では f48.入学後に懸念」となっており、これらが典型例とし

ての主要な場面ということになると思われるが、ほとんどが学校生活を

通して体験されることであり、その意味においては、他の体系の場合と

は異なり、目的や課題が設定される学校という機関において、一定の比

較的長い準備期間を用意していることが了解されるものであるため、喪

失回避の可能性がその分高まるあるいは広がるものではあるが、それに

対する関与には時間を有効に用いるなど、ある程度の個人の強い意志が

必要となることが伺えるものである。つまり、表面上は猶予期聞が与え

られているように思えるが、実際のところは目標に向けて内省を繰り返

し、充分な活動に励む必要のある状況だったはずなのである。ところが、

比較的長期にわたる意志の強さを充分に保てていなかったこと、それが

弛んでしまったこと、油断をしてしまったことが、喪失につながってし

まったということなのであろう。この種の典型例としてあげられた後悔

場面に見られる「もう少し~していれば」という記述は、関与すべき時

に、一種の“油断"が生じていたという以上の特徴を端的に表すものと

考えられた。
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感情体験の分析 (X)
一後悔につし、てー

1 -3.記述された体験の年令区分における出現率は、全体としては、

18 -20才が233名 (39.8%)、15-17才が180名 (30.7%)で、合わせて

7割程度におよぶものが思春期から青年期にかけての体験として報告し

ており、調査対象者の年令からすれば直近の年令についての想起であっ

たことが示された。しかしながら、年令区分ごとの後悔3体系の分布を

見てみたところ、幼年期から学童期前半 (3-8才)での後悔としては、

Dr日常平静』喪失に対するものが高い比率を示しており、学童期後半

~思春期前半 (9才-14才)では rr情愛接点』喪失に対するものの
比率が上昇し、思春期後半~青年期(15-20才)では Wm目的成果』

喪失に対する比率が急増するものであることがわかった。このことは、

上述した通り、後悔感情の体験が典型としては Wm目的成果』喪失に対

するものであるものの、この感情が各年代の置かれている環境によって

関心のある状況が変わりうるものであることを予見させるものであっ

た。特に、思春期~青年期では学校生活が生活の中心となり、そこにお

いては達成されるべき課題というものが暗黙のうちにも設定されてくる

ので、必然的により強い関心が向けられるものとなるのであろう。とす

れば、逆に幼年期~学童期前半における関心の中心は Dr日常平静』で

あることになり、おそらくこれに対する体験が、後悔の感情の源泉とな

るものと思われた。幼少年期(比較的年令が小さい頃)においては、日

常の何気ない自分の振る舞いによって、自分がどのような影響を被るか

ということについては比較的無頓着である傾向にあると思われる。また、

日常的なことは、特に準備したり、特別な関与を必要とするわけではな

く、いつもと変わることなく平静な状態が保たれていることが多い。そ

こに、漠然としてはいるが、自分や環境に対する一種の安心感が得られ

ることは当たり前のことにもなりうるのであろう。ところが、そこから

一転して ur日常平静』の思わぬ喪失が起こることを体験する場合があ
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る。何気なくやってしまったことが悪いことだったり(④罪悪)、災難

につながったり(⑦自損)することはそのよい例であろう。初期の頃に

体験される後悔感情としては、このような「何気なさ」によって間髪を

いれずに喪失が生じたようなことが比較的強く記a憶に残っているようで

ある。従って、例え何事もない日常であっても、はっきりとした考えや

意図をもたず、自分が「何気なく」振る舞うことで、一変して喪失につ

ながることを了解しえたことが考えられるものとなり、後悔感情の原初

的な特徴には、端緒として自分の漠然とした何気ない思いがあることが

示唆されるものとなった。この特徴が消えてなくなることがないとすれ

ば、他の場合の後悔感情においても、この特徴は端緒(契機)として残

ることになり、自分の「何気ない」意識というものが、後悔感情の中核

的な特徴、言わば、本質的な特徴として考えうることを予見するものと

なった。

1 -4.後悔の場面の分布を性別で比較した場合、全体としての差や体

系ごとの差は認められなかったものの、個別の場面では、男性の方が

比率が高かったものがrr情愛接点』喪失の3)素直になれなかった、
4)迷惑をかけてしまった、 6)友人関係が断絶してしまった、7)友

人関係が悪くなってしまった、 Dr日常平静』喪失の17)自業自得、 18)

厚意裏目、 19)叱責された、 27)怪我をしたなどのように、比較的能動

的関与が考えられるものであったのに対して、女性の方の比率が高かっ

たものは Drr目的成果』喪失の31)時間浪費、 32)練習不足、 36)参加

機会遺失、 42)上手にできない、 46)選抜漏れ、 47)適性に疑問をもつ

などのように、比較的受動的関与のまま流されてしまい、結果として自

分の能力や気持ちに合わなくなってしまっているものと考えることがで

きた。したがって、後悔には自分の意志的な関与を働かせた意図的判断

による能動性のものと、自分の意志的な関与を比較的働かせない容認的
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一後悔についてー

判断による受動性のものと 2種類の様態があり、能動性の後悔は男性に

多く体験され、受動性の後悔は女性に多く体験されることが、一定程度

の傾向として予見されうるものとなった。

2.後悔体験にいたる状態

後悔の感情体験を、場面の結果的な意味ではなくて、自分(主体)が

自分と関連性のある対象となるモノ(客体)と、どのように作用しあっ

たのかについて分類したところ、全体として、後悔の感情は、主体が客

体と関わる際に当然必要となる対処の仕方に起因するものであること、

また、そのことを主体自体が認めているとこで生じているものと考える

ことができた。一つにはA 自制(a.制動・ b.制御)が足りなかった

こと、次にB.自覚(c 注意.d.思慮)が足りなかったこと、最後に

C.自戒(e .気力・ f.努力)が足りなかったことの3つの状態に分類

されたが、これらが意味しているのは、問題解決的な対処能力の種別

(知的・技術的)やその水準(高さ)ではなくて、その前提となるよう

な一般的で基礎的な対処が適正水準にいたっていないということである。

これは、喪失を回避できる可能性が、誰でも働かせうる心的資源(自制

や自覚、自戒)を適正量用いれば避けられたはずであるという判断、あ

るいは、実際そんな簡単なことすらしていなかったという判断に基づい

て、後悔感情が直接的に生起することを示唆するものであると考えるこ

とができた。つまり、最低限必要なことさえしていなかったこと、心的

資源の活用が最低水準にもいたっていなかったということが、後悔感情

が生起するための最も重要な作用因となっていることを示唆するものと

なろう。

更に、この分類においては、比較的自動的・無意識的で、短時間の作用

である a.制動から始めて、同じ['A.自制」に含まれる b.制御、それ

司
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から iB.自覚(c.注意、 d.思慮)J、iC.自戒(e.気力、 f.努力)J

と進むに従って、比較的随意的・意志的で長期間の作用であることが考

えられた。これは、関与時間の水準とも考えることができ、長期間の作

用になるほど、実際には、一定の猶予期間内で何度も振り返るチャンス

があったはずで、その機会を最後までことごとく無為にしてきたことを

意味することになるのであろう。 d.思慮以降の比較的長期間の方の頻

度 (d.e. fの3分類)が全体の7割に及んでいることは、後悔を顕

著に感じたことが、ただ単純に直近の出来事を多く思い浮かべたという

ことではなく、チャンスが何度もありながら無為にしてきたことでの累

加的な作用が後悔感情をより強くしたからではないかと想定することが

可能となった。

3.後晦感情の生起

以上のことから、後悔体験には、 rI情愛を結ぶ接点jDI日常におけ

る平静.1Wm目的に対する成果』を失うことに対する3体系の後悔があ

り、その後悔感情が生起する特徴は、 (A) 自分にとって大切だ、ったは

ずのモノ(情愛の接点・日常の平静・目的の成果)に対して、 (B)はっ

きりとした考えや意図ももたずに接したことを契機として、 (C)いつ

の聞にか油断が生じて、 (D)最低限必要な対処(自制・自覚・自戒)

すらしないまま、 (E)結果として大切なモノを失ってしまった場合に、

またそのことを自分が認めた場合に、 (F)自分に向けて、生じるもの

であると考えることができた。 (A)は後悔感情のための主題となる対象、

(B)は主題に対する欲求水準、 (C)は関与している際の意識水準、 (D)

は主題に要求される対処水準、 (F)は感情が向けられる対象を表すも

のである。 (B) (C) (D)のそれぞれの水準は、最低限の適正量(闘値)

にも満たずに不足している状態にあるものと了解できた。
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資料1 後悔体験の対象別分布と年齢区分別分布

砂与色。

容
全体 性SI]度数 性別(96)

男女の%
年令区分

内
度数 % 男性 女性 男司 女首 比 4-5 6-8 ?ー11 12-14 15-17 18-20 21-26 不明

1相手配hIつけてしまっていた場合 42 7.2 141 28 7.1 7.2 1.0 。2 7 7 12 13 。l 
閉 2薄情な対応をしてしまっていた場合 271 4.6 8 191 4.0 4.9 1.2 。。6 5 11 4 1 。

I 
塞 3素直になれなくなってしまっていた場合 7 1.2 4 31 2.0 0.8 0.4 。。2 2 2 1 。。
4迷感をかけてしまっていた場合 6 1.0 4 21 2.0 0.5 0.3 。。。2 。4 。。

情 5恋愛関係が破局Lてしまっていた渇合 121 2.0 7 51 1.2 1.3 1.1 。。。2 3 6 l 。
愛 崩 6友人関係が断絶Lてしまっていた場合 10 1.7 6 41 3.0 1.0 0.3 。1 1 2 6 。。。
を 耳E 7友人関係が悪くなってしまっていた場合 7 1.2 4 31 2.0 0.8 0.4 1 1 。l 4 。。。結
命、 8関係に亀裂が入ってしまっていた場合 8 1.4 3 51 1.5 1.3 0.9 。。。2 3 3 。。
穣脆 9虚構の関係を築こうとしてしまっていた場合 41 0.7 。41 0.0 1.0 。。。。1 3 。。
点弱 10関係に虚偽をはさんでしまっていた場合 51 0.9 2 31 1.0 0.8 0.8 。。。。1 4 。。
(小計) 12温 21.8 52 76 26.3 19.6 0.7 

1 4 16 23 43 38 2 1 

0.8 3.1 12.5 18.0 33.6 29.7 1.6 0.8 

11法律違反を犯してしまってb、た場合 7 1.2 3 41 1.5 1.0 0.7 1 2 1 。l 2 。。
罪
12不正行為をしてしまっていた場合 8 1.4 3 51 1.5 1.3 0.9 。2 2 1 1 1 。l 

患
13不当な行為をしてしまっていた場合 181 3.1 7 111 3.5 2.8 0.8 3 。5 5 3 1 。1 
14義務に反する行為をしてしまっていた場合 14 2.4 6 81 3.0 2.1 0.7 1 1 1 2 5 4 。。
15その他(特殊ないけなし、こと) 31 0.5 2 11 1.0 0.3 0.3 。。l 。。2 。。
16思惑が外れてしまっていた場合 181 3.1 6 121 3.0 3.1 1.0 。1 。4 4 6 2 l 

E 
17自業自得になってしまっていた場合 181 3.1 11 71 5.6 1.8 0.3 1 3 。2 4 6 2 。

失
18厚意が裏目に出てしまっていた場合 31 0.5 2 11 1.0 0.3 0.3 。l 。1 。l 。。

日擁 19叱貨を受けることになってしまっていた場合 51 0.9 3 21 1.5 0.5 0.3 。1 。l 2 l 。。
常 20寝過ごしてしまっていた場合 51 0.9 2 31 1.0 0.8 0.8 。。。1 l 2 。1 

21肝心な事をし忘れていた場合 51 0.9 2 31 1.0 0.8 0.8 。。1 l 2 1 。。
お

lす 22自分のことを暴露してしまっていた場合 7 1.2 。71 0.0 1.8 。1 。l 1 3 1 。
る 23衝動買いをしてしまっていた場合 8 1.4 l 71 0.5 1.8 3.6 。。。。l 7 。。
平 過 24過剰に摂取してしまっていた場合 8 1.4 3 51 1.5 1.3 0.9 。。。l 1 6 。。
静夫 25自分本位になってしまっていた場合 8 1.4 3 51 1.5 1.3 0.9 。。。1 2 4 1 。

26言動が軽薄になってしまっていた場合 8 1.4 2 61 1.0 1.5 1.5 。。1 。1 4 2 。
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271深刻な怪我をしてしまっていた場合 4 0.7 3 11 1.5 0.3 0.2 。。l 。2 1 。。

損
281甚大な被害を受けてしまっていた場合 6 1.0 。61 0.0 1.5 。l 1 。。3 。1 
29大事な物を無くしてしまっていた場合 5 0.9 2 31 1.0 0.8 0.8 。。3 。。2 。。

(小計) 158 27.0 61 97 30.8 25.0 0.8 
6 13 17 21 31 57 8 5 
3.8 8.2 10.8 13.3 19.6 36.1 5.1 3.2 

30学習が不足してしまっていた場合 40 6.8 11 29 5.6 7.5 1.3 。。。2 11 24 1 2 
31時間を浪資してLまっていた場合 17 2.9 。17 。。 4.4 。。。。6 8 1 2 

半
32練習が不足してしまっていた場合 14 2.4 2 12 1.0 3.1 3.1 。。。2 7 4 。l 端
33開始が遅くなってしまっていた場合 9 1.5 2 71 1.0 1.8 1.8 。。。1 4 3 。I 
34経験せずに終わってしまっていた場合 8 1.4 3 51 1.5 1.3 0.9 。。1 1 4 l 。1 
35伝えられなくなってしまっていた場合 9 1.5 4 51 2.0 1.3 0.6 。1 。2 2 2 1 1 

逸 36参加できなくなってしまっていた場合 5 0.9 l 41 0.5 1.0 2.0 。。。。。5 。。
後 37告白をせずに終わってしまっていた場合 17 2.9 8 91 4.0 2.3 0.6 。。1 1 8 6 1 。

E 
38手に入れられなくなってしまっていた場合 5 0.9 2 31 1.0 0.8 0.8 。。。。1 4 。。

目 放 39申し入れを断ってしまっていた場合 2 0.3 2 01 1.0 0.0 。。。。。2 。。
的棄 40活動を途中で放棄してしまっていた場合 15 2.6 5 10 1 2.5 2.6 1.0 。。。3 9 2 1 。

41試合に負けてしまっていた場合 20 3.4 6 14 3.0 3.6 1.2 。1 。5 8 6 。。
対

す 42上手にできなくなってしまっていた場合 15 2.6 3 121 1.5 3.1 2.0 。l 。3 4 6 。1 
る敗 43受験が不合格になってしまっていた場合 54 9.2 17 37 8.6 9.5 1.1 。。。3 11 40 。。
成退 44評価が下がってしまっていた場合 11 1.9 3 81 1.5 2.1 1.4 。。。3 6 2 。。
果

4S落第をしてしまっていた場合 8 1.4 3 51 1.5 1.3 0.9 。。。。。7 。1 
46選伎に漏れてしまっていた場合 3 0.5 。31 0.0 0.8 。。。。2 1 。。
47適性の無さを感じてしまっていた場合 4 0.7 。41 0.0 1.0 。1 。l 1 1 。。

鎗 48入学後に懸念を感じてしまっていた場合 23 3目9 7 161 3.5 4.1 1.2 。。。4 13 6 。。
鼠 。妥協をしてしまっていた場合 13 2.2 4 91 2.0 2.3 1.1 。1 。3 6 3 。。
50進路に誤りあ感じてしまっていた場合 8 1.4 2 61 1.0 1.5 1.5 。。。。3 5 。。

(小計) 300 51.2 85 215 42.9 55.4 1.3 
。5 2 341 106 138 5 10 
0.0 1.7 0.7 11.3 35.3 46.0 1.7 3.3 

合 計 586 100.0 198 38唱
7 22 35 781 180 233 15 16 
1.2 3.8 6.0 13.3 30.7 39.8 2.6 2.7 

g 
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